

















































































1921 年発足の協会は 10 冊程度の機関誌を発行し

























う。『日本童謡』は協会の設立から 1 年後の 1970




ディングス）、大きさはB5 版、原則として 64 頁















『詩と童謡』は 1973 年 8 月に創刊号（1 号）が






















1984 年 7 月に 0 号（創刊準備号）が 10 頁ほどの
薄い冊子として作られ、翌 85 年 4 月に 1 号が登
場した。発行はチャイルド本社である。季刊で
1993 年まで続いたが、同年 1 月の 32 号をもって
休刊となった。体裁は B 5 版、表紙の他に 1～8
号までは数頁のカラーが使われていたが、9 号以
降の中身は一色刷りである。8 号までは頁数にも

































































































10 編程度）。特に 6 号は作品集の体裁を取ってお
り、過去の優秀投稿者に作品寄稿を依頼したりも
している。しかしその一方で、投稿楽曲の掲載状
況に目を向けると、結局『詩と童謡』の 5 号で 2
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ではな
く、それをどう打開していくか

























































































































































































































































































































































































選・準入選・佳作などを合わせ 2 号で詩 19 編・
曲 6 編、3 号で詩 47 編・曲 6 編に上っている。
















































































































































































































































































































（’ 73. 10）、3（’ 73. 12）、4（’ 74. 2）、5（’ 74. 4）、6
（’74.7）。
D0～D32：日本童謡協会編、『どうよう』、チャイルド
本社。No. 0（1984. 7）、1（’ 85. 4）、2（’ 85. 7）、3
（’ 85. 10）、4（’ 86. 1）、5（’ 86. 4）、6（’ 86. 7）、7
（’86. 10）、8（’87. 1）、9（’87. 4）、10（’87. 7）、以下
3 カ月間隔で続き、…15（’88. 10）、…20（90. 1）、








































拠データ検索、および『新文化』1979 年 8 月 23 日
付 2 面）。
7） 『日本童謡』6 号のみ 10 編。後の『詩と童謡』では




















































19） 同様のレイアウトは 2 号から 8 号にかけても基本
的に踏襲されている。
20） たとえば『日本童謡』7 号から『詩と童謡』5 号に
かけて連載された「私の「子どものうた」」（号に
よってタイトルに若干の異同あり）など。
21） この他に、「新作童謡」から数編が前述した協会の
童謡曲集に採録されているが、やはり内輪的な受
容に留まるものである。
